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《表紙》
　伝統的な町並みが残る三丁
町で地域の活性化を目的に「町
家deフェスタ」が開催されま
した。書道家の俵

たわら

越
えちざん

山さんも
参加して、道路約１５０㍍に
紙を敷き、筆で1本の線を書
く書道パフォーマンスを展開。
多くの観客が見守る中、市民
ら55人が筆をつなぎました。
（7月 28日・香取、飛鳥）

【特集】生きのびるための防災へ



▲給食調理員の皆さん ▶調理の様子（ともに小浜小学校）
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あ
の
災
害
を
忘
れ
な
い
…

　
　
　  
生
き
の
び
る
た
め
の
防
災
へ

田た
な
か中 

敬た
か
し 

さ
ん
（
79
歳
・
和
久
里
）

　

昭
和
28
年
9
月
25
日
、
台
風
13
号
が
襲

っ
た
日
。
わ
た
し
は
当
時
19
歳
で
し
た
。

　

家
に
祖
父
と
い
た
の
で
す
が
、
夕
方
に

堤
防
と
な
っ
て
い
た
鉄
道
の
線
路
が
決
壊

し
、
水
が
一
気
に
集
落
へ
と
押
し
寄
せ
て

き
ま
し
た
。
2
人
で
上
の
階
へ
逃
げ
た
の

で
す
が
、
下
の
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
ま
で
水

が
上
が
っ
て
き
た
の
で
、
必
死
に
な
っ
て

か
や
ぶ
き
の
屋
根
を
破
っ
て
逃
げ
よ
う
と

し
ま
し
た
。
よ
う
や
く
穴
が
空
き
、
祖
父

を
先
に
上
げ
て
、自
分
も
上
が
り
ま
し
た
。

　

翌
朝
に
な
っ
て
ま
わ
り
を
見
る
と
、
想

像
も
つ
か
な
い
量
の
流
木
が
家
の
屋
根
に

覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
て
、
ゾ
ッ
と
し
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
災
害
を
体
験
し
て
い
な
い
人
は
、

ま
さ
か
自
分
の
と
こ
ろ
に
は
来
な
い
だ
ろ

う
と
心
の
ど
こ
か
で
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
も
、
少
し
で
も
危
な
い
と
思
っ
た
ら
、

「
自
分
で
安
全
な
と
こ
ろ
へ
逃
げ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

平成16年台風被害

10 月 20 日、台風 23

号の接近により、本

市も、床上浸水、土

砂崩れ、停電など大

きな被害を受け、道

路の大規模な崩落も

発生しました。

平成23年台風被害

5 月 29 日から 30 日

にかけて大雨に見舞

われ、市内で土砂崩

れや冠水が相次ぎ、

若狭西街道ものり面

崩壊などにより通行

止めとなりました。
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昭
和
28
年
9
月
25
日
、
本
州
に
上
陸
し

た
台
風
13
号
は
、
勢
い
を
増
し
な
が
ら
本

県
に
接
近
。
午
前
6
時
に
は
県
下
全
般
に

風
雨
注
意
報
が
出
さ
れ
、
次
い
で
11
時
に

暴
風
雨
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
の
雨
量
は
特
に
多
く
、
北
川
・
南

川
は
、
暴
風
雨
警
報
が
出
さ
れ
た
11
時
に

は
、
洪
水
水
位
を
突
破
。
橋
が
流
さ
れ
た

り
堤
防
が
破
壊
さ
れ
る
な
ど
各
所
で
被
害

が
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
17
時
に
は
南

川
湯
岡
付
近
の
堤
防
が
決
壊
し
て
、
下
流

河
口
付
近
に
濁
流
が
押
し
寄
せ
、
多
く

の
死
傷
者
、
流
出
家
屋
を
出
す
大
惨
事
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
台
風
被
害
に
よ
る
死
者
・
行
方

不
明
者
は
合
わ
せ
て
41
人
、全
壊
２
０
３

戸
、半
壊
１
５
０
３
戸
、
床
上
浸
水
２
０

６
７
戸
、
床
下
浸
水
１
１
２
３
戸
。
学
校

の
被
害
も
多
く
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
小
学
校

が
全
壊
、
半
壊
、
大
破
な
ど
の
被
害
に
あ

い
ま
し
た
。
な
か
で
も
雲
浜
小
学
校
の
被

害
は
激
し
く
、
校
舎
な
ど
の
建
物
２
２
５

７
㎡
が
全
壊
、
同
３
４
７
㎡
が
半
壊
し

た
ほ
か
、
土
砂
流
出
に
よ
り
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
国
富
小
学

校
、遠
敷
小
学
校
、今
富
小
学
校
、
中
名
田

小
学
校
の
被
害
も
大
き
な
も
の
で
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
道
路
、
林
道
、
山
地
、
農

林
水
産
業
も
大
き
な
被
害
を
受
け
る
な
ど
、

台
風
13
号
は
市
内
全
域
に
大
き
な
つ
め
あ

と
を
残
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
浜
市
史
参
照
）

　今富地区では台風 13 号被災

時の経験者による記録を集めた

冊子を 9 月 1 日に発行します。

　また、それに合わせて「28 災

朗読の集い」を 9 月 28 日㊏ 19 時

30 時から今富公民館で開催しま

す。※入場無料・誰でも参加可

　　　　問い合わせ
　　今富公民館☎ 56・1211

写
真
①
台
風
13
号
時
の
市
内
の
被
災
状
況

②
被
害
に
あ
っ
た
雲
浜
小
学
校
校
舎　

③
津
島　

④
城
内

（
①
③
④
の
提
供
／
小
浜
市
の
歴
史
と
文
化
を
守
る
市
民
の
会
）

　
昭
和
28
年
9
月
に
本
市
を
襲
っ
た
台
風
13
号
は
、
多
く
の
死
傷
者
を
出
す
と
と
も
に
、
多

数
の
家
屋
が
倒
壊
、
床
上
浸
水
の
被
害
を
受
け
る
な
ど
、
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

あ
の
災
害
か
ら
60
年
。
教
訓
を
生
か
し
な
が
ら
防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
活
安
全
課
☎
内
線
４
７
３

あ
の
日
の
記
憶
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

①

③④

②

台風 13 号を体験した田中さん

▲当時の若狭西街道の様子▲当時の県道泊小浜停車場線の様子
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—

発
表
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
「
ち
び
っ
子
防
災
隊
を
組
織
し
、
子
ど
も
た
ち

が
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を
巡
り
な
が
ら
、
危
険

箇
所
や
避
難
場
所
を
調
査
し
、
自
ら
防
災
マ
ッ
プ

を
作
る
と
い
う
提
案
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
災
害

時
の
行
動
力
を
養
え
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
」

―
ど
ん
な
職
務
経
験
か
ら
の
思
い
か
ら
で
す
か

　
「
以
前
、
指
導
課
で
小
学
校
な
ど
の
避
難
訓
練

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
授
業
中
に
災
害
が
起
こ

る
想
定
で
、
避
難
先
も
み
ん
な
同
じ
場
所
と
い
う

の
が
基
本
的
な
形
で
す
。
で
も
、
災
害
は
必
ず
し

も
学
校
に
い
る
と
き
に
起
こ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
自
分
の
住

む
地
域
で
、
ど
こ
が
危
な
い
か
、
ど
こ
が
安
全
か

を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
」

―
防
災
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は

　
「
東
日
本
大
震
災
で
助
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
の

多
く
が
、
自
分
た
ち
で
判
断
し
て
避
難
し
た
と
聞

き
ま
す
。
災
害
の
怖
さ
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
、
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
と
い
う
意
識
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
、
学
校
は
も
ち
ろ
ん
地
域
で
も
防
災
教
育
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
」

消
防
副
士
長

三み
し
ま嶋 

み
き 

さ
ん（
26
歳・若
狭
消
防
組
合
消
防
本
部
）

　
県
内
の
消
防
職
員
が
職
務
を
通
じ
て
感
じ
た
思

い
や
提
案
を
述
べ
る
「
県
下
消
防
職
員
意
見
発
表

大
会
」。今
年
1
月
の
大
会
で
若
狭
消
防
組
合
の
三

嶋
み
き
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
4
月
の「
東
近

畿
支
部
消
防
職
員
発
表
会
」
で
も
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は「
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
防

災
教
育
」で
す
。三
嶋
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う

「
自
助
」、地
域
や
近
隣
の
人
が
協
力
し
助
け
合
う
「
共
助
」、

市
等
の
行
政
、
消
防
機
関
な
ど
が
取
り
組
む
「
公
助
」の
う

ち
、「
自
助
」
と
「
共
助
」
が
被
害
を
軽
減
す
る
う
え
で
大

切
な
力
と
な
り
ま
す
。

　

地
域
住
民
が
連
携
し
て
自
発
的
か
つ
主
体
的
に
防
災
活

動
を
行
う
組
織
の
こ
と
を「
自
主
防
災
組
織
」と
い
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
、
区
を
中
心
に
現
在
77
の
組
織
が
登
録
さ
れ
、

避
難
訓
練
な
ど
災
害
に
備
え
た
活
動
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
も
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
自
主
防
災

組
織
の
活
動
に
要
す
る
経
費
（
防
災
訓
練
に
係
る
経
費
や
防

災
資
機
材
の
整
備
な
ど
）
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
力
で
自
主
防
災
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
広
が
る
自
主
防
災
へ
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
市
内
小
中
学
校
の
施
設
耐
震

化
推
進
事
業
と
し
て
、
補
強
が
必
要
な
小

学
校
7
校
（
雲
浜
、
西
津
、
松
永
、
今
富
、

口
名
田
、
中
名
田
、
加
斗
）
と
中
学
校
2

校
の
耐
震
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

小
学
校
は
今
年
の
9
月
中
に
完
了
予
定
。

中
学
校
は
来
年
度
中
に
完
了
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
小
中
学
校
の
耐
震
改
修
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▲雲浜小学校の工事の様子

高塚区では、台風 13 号での被災を教訓
に、災害時における被害防止のため、7
月 14 日に初の避難訓練を行いました。

第 1 回高塚避難訓練（自主防災訓練）

　

災
害
発
生
時
や
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ

の
あ
る
と
き
な
ど
に
必
要
な
市
か
ら
の
緊

急
情
報
（
気
象
警
報
や
避
難
勧
告
な
ど
）

は
、
こ
れ
ま
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
有
線
網

を
用
い
た
音
声
告
知
放
送
設
備
を
使
っ
て

住
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、東
日
本
大
震
災
等
を
考
慮
し
、

よ
り
充
実
し
た
周
知
体
制
を
整
え
る
た
め

に
、
市
内
全
域
を
カ
バ
ー
で
き
る
無
線
通

信
に
よ
る
放
送
を
開
始
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
受
信
機
は
現
在
市
内
全
戸
に
配
布

中
で
す
。
放
送
開
始
予
定
は
、
平
成
26
年

4
月
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
防
災
行
政
無
線
の
整
備

▲整備された屋外拡声機（内外海公民館横）▲無線の受信機

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
防
災
教
育

自 ら 動 く 防 災
People 支えるヒト

生活安全課　小笠原 主査

■
災
害
に
備
え
て
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
！

飲料水、乾パンや缶詰、救急セット、懐中電灯、ローソク、
携帯ラジオ、ロープ、ヘルメット、ブルーシート、毛布など

大規模な災害が発生すると普段
どおりの生活ができなくなるこ
とも考えられます。数日間生活
できるだけの「備蓄品」や、避難
する時に持ち出す「非常持出品」
を準備しておくことが大事です。

わたしの住んでいる所は大丈夫？

　市では、ハザードマップを作り、洪水や

津波時の避難場所や、地震時の地域ごとの

揺れやすさなどを周知しています。

　マップは生活安全課で配布しているほか、

市公式ホームページでも閲覧できます。

小浜市公式ホームページ　http://www1.city.obama.fukui.jp/

　 「防災・安全」

　　　各種ハザードマップ「洪水・津波・内水ハザードマップ」

　　　地震に備えて「揺れやすさマップ」

　　　土砂災害について

　　　　  福井県河川砂防総合情報「土砂災害警戒区域等管理システム」

を目指して
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